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.2面 ・・市議会9月定例会の結果

.3面…美術館で企画展開催

・4面 .5面・・・一緒に考えよう、環

境のこと~フォーラムを開く

主な内容

開催

写
真
は
右
か
ら
、
び
わ
青
少
年
の
家
の
親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
、
総
合
公
園
の
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
平
塚
海
岸
で
遊
ぶ
親
子

市
で
は
、
今
年
を
「
環
境
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
環
境
の
た
め
、
私
た
ち
は
舎
何
を

す
べ
き
か
、
伺
が
で
き
る
の
か
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

環
境
に
や
さ
し
い

明
日
の
平
塚
を
め
ざ
し
て

地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
大
量
に
排
出

さ
れ
る
廃
棄
物
、
失
わ
れ
る
自
然
:
:
:
。
環
境
問
題

は
、
日
増
し
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。私

た
ち
の
環
境
は
、
私
た
ち
自
ら
の
手
で
守
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

一
人

一
人
が
身
近
な

問
題
か
ら
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開
。
の
高
い
「
環
境
問
題
」

七
月
に
実
施
し
た
住
民
実
態
調
査
で
、
身
の
回
り

の
環
境
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
関
心
が

あ
る
」
と
「
や
や
関
心
が
あ
る
」
と
答
え
た
方
が
、

合
計
で
八
割
を
超
し
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
だ
れ
が
積

極
的
に
行
動
を
起
こ
す
べ
き
か
と
の
聞
い
に
は

「市

民

・
事
業
者

・
行
政
の
三
者
で
」
と
答
え
た
方
が

七
五
%
で
最
も
向
く
な
っ
て
い
ま
す
。

3
つ
の
部
会
で
話
し
合
い

十

一
月
十
四
日
(
金
)と
十
五
日
(
土
)
の
二
日
間
、

「
肝
ひ
ら
つ
か
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
中
央
公
民
館

ほ
か
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

幅
広
い
環
境
問
題
を
三
つ
の
部
会
に
分
け
、
い
く
つ

か
の
事
例
を
通
し
て
話
し
合
い
ま
す
。
各
部
会
の
テ

ー
マ
は
「
循
環
型
社
会
を
考
え
る
」「
自
然
と
人
間

と
の
共
生
を
考
え
る
」
「
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
」
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
明
日
の
平
塚
を

め
ざ
し
て
私
た
ち
は
今
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き

る
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
細
は
4
・
5
聞
に
掲
載
し
て
い
ま
す

A-問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全
課

(内
線
3
3
0
)

市が必集した蹴tJ~愉文でiï'!':俊秀11:に選

ばれた平塚江市内校生物1号ISを 取材 しまし

た。 表彰式は11月15日 (こと)の予定です。

取材は荻野俊夫さん(虹ケ浜)
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で
す
。
生
物
部
の
み
な
さ
ん
は

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
丹
沢

水
系
と
平
塚
周
辺
水
系
と
の
水

質
(
水
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

化
学
物
質
)
の
比
較
調
査
を
始

め
ま
し
た
。

市
内
な
ど
十
川
の
地
点
で
捌

査
を
軍
ね
た
結
決
、
下
水
道
が

普
及
し
て
い
な
い
地
域
で
の
川

の
水
は
C
O
D他

(化
学
的
酸

素
要
求
拡
H
河
川
の
汚
れ
具
合

を
示
す
数
値
)
や
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
イ
オ
ン
濃
度
が
高
い
数
値
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
家
庭
排

水
や
京
国
産
排
水
の
処
理
の
必
要

性
を
痛
感
し
た
そ
う
で
す
。

数
年
間
に
わ
た
る
水
質
調
査

で
集
め
た
膨
大
な
デ
l
タ
を
整

理
分
析
し
て
応
募
論
文
の

「花

水
川
の
水
質
改
善
に
関
す
る
提

言」

は
完
成
し
ま
し
た
。
部

μ

た
ち
は
、

「
二
十

一
世
紀
に
践

し
た
い
人
類
と
自
然
と
の
共
生

環
境
の
確
保
」
を
期
待
し
、
そ

の
目
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と
の

知
ら
せ
を
受
け
、
今
ま
で
の
地

道
な
調
査
の
日
々
の
思
い
出
が

交
錯
し
、
思
わ
ず
快
哉
を
叫
ん

だ
と
の
こ
と
。
そ
し
て

「こ
の

論
文
を
読
ん
だ
人
た
ち
が
、
環

境
問
題
に
少
し
で
も
関
心
を
深

め
て
く
れ
た
ら
!
と
切
に
願
っ

て
い
る
」
と
、
に
こ
や
か
に
踊

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
無
関
心
に
過
ご
し
が

ち
な
私
た
ち
周
辺
の
生
活
環
境

や
自
然
環
境
に
つ
い
て
、
そ
の

現
状
を
直
視

・
分
析
し
、
環
境

改
普
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い

る
高
校
生
が
い
ま
す
。

市
が
本
年
五
日月か
ら
七
月
の

問
に
一
結
集
し
て
い
た

「環
境
命

文
」
に
応
非
し
、
み
ご
と
枇
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
平
塚
江
南
尚

校
生
物
部
の
み
な
さ
ん
で
す
。

阿
部
は
顧
問
の
高
梨
征
雄
・

斎
藤
隆
政
同
教
諭
の
指
噂
の
も

と
、
七
年
前
か
ら
県
民
の
水
が

め
で
あ
る
丹
沢
湖
に
流
入
す
る

中
川
川
の
水
質
や
水
生
生
物
の

調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今

回
応
募
し
た
の
は
、
現
部
只
の

染
谷
知
直
君

・
鹿
内
洋
志
君
・

井
上
佐
美
さ
ん

・
長
谷
川
か
ほ

り
さ
ん
・

姻
七
菜
子
さ
ん

・
丸

木
崇
裕
治

・
一
色
孝
太
君

・
小

間
也
寸
志
需
の
八
人
で
す
。

西
丹
沢

「中
川
川
」
で
の
捌

査
の
結
mm、
自
然
全
体
と
水
と

の
相
附
関
係
を
発
見
し
た
そ
う

• 
1・2年生の部員 (左から沼、井上、

丸木、長谷川、染谷、鹿内さん)
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平成9年10月15日

市
営
住
宅
条
例
な
ど
市
議
案
を
可
決

九
月
八
日
開
会
さ
れ
た
市
議
会
九

月
定
例
会
は
、
九
月
二
十
九
日
審
識

を
終
え
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
十
六
稿

集
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
来
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
見
直
し
を
進
め
て
い
る
総
合

計
画
や
、
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て

論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

篠書家淳子氏

幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

市
内
の
市
立

・
私
立
幼
稚
園
で
は
、

来
年
度
の
幼
稚
園
児
を
必
集
し
ま
す
。

非
集
す
る
幼
稚
闘
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。
入
国
に
つ
い
て
は
、
直
接

希
望
さ
れ
る
幼
稚
闘
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
私
立
幼
稚
凶
は
三

・
問
・

五
歳
児
を
拡
集
し
ま
す
が
、
市
立
幼

稚
聞
は
二
年
保
育
の
た
め
四
歳
児
の

み
募
集
し
ま
す
。

園児を募集する幼稚園

55-4414 

31-3828 

地 区 |電話番号
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ょミ」二
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さくら幻1平i主回
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58 -1415 

58一0243

。
入
国
で
き
る
幼
児

マ
5
歳
児
(1
年
保
育
)
平
成
4
年

4
月
2
口
1
5年
4
月

1
H
の
出
生

マ
4
成
見
(
2年
保
育
)
平
成
5
年

4
M
2
H
1
6年
4
月
1
円
の
出
生

マ
3
歳
児
(3
年
保
育
)

平
成
6
年

4
月
2
日
1
7年
4
月
1
日
の
出
生

。
入
国
願
書
の
配
布
叩
刀
日
日

(ぷ
)'h

。
入
園
願
書
の
受
け
付
け

日
月
1

地区
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大神

東 八 幡

大布11

黒部丘

四之宮

真由

線坂r:u
桜ケ丘

山 下

飯島

L.慌

vvLγ
中

J

・大

・
田
中
正
実
氏

(大
磯
町
大
磯
5
7

4
4官
地
)

A
V
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
・・・沌
口
勝
弘
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
同

訟
を
求
め
た
。

・
大
木
庄
司
氏
(明
石
町
お
帯
却
芝

.
市
営
住
宅
条
例
の
制
定
・
・
・
公
常
住

宅
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
同
法
に

日
(土
)
1

0
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
5
2
0
)

学
務
課
学
事
係

31-1955 

54-3558 

58-0001 

58-8080 

31-2623 

34-3237 

私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
補
間

十
川
一
日
現
在
、
私
立
幼
椛
附
等

に
花
岡
し
、
平
成
三
年
同
月
二
け
か

ら
平
成
五
年
間
対

一
日
ま
で
の
問
に

生
ま
れ
た
幼
児
(
四

・
究
成
児
ク
ラ

ス
)
の
保
護
者
に
、
保
育
料
の

一
部

を
補
助
し
ま
す
。
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31-0595 

32-0086 
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花乃幼税!訴l
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平岡幼稚園

平塚二泌幼稚園
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松 風幼稚園

美監幼稚同

平i主私立幼

基
づ
き
市
営
住
宅
の
供
給
方
法
、
山
に
つ
い
て
、
日
当
を
定
額
の
二
分
の
を
助
成
の
対
象
か
ら
除
く
こ
と
と
す

齢
者
、
障
害
者
等
の
入
居
収
入
器
準
一
と
す
る
地
域
を
県
全
域
に
拡
大
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
た
。

の
緩
和
、
家
賃
の
決
定
方
法
、
高
額

る

と

と

も

に
、
本
市
に
隣
接
す
る
地

.
一

般
会
計
補
正
予
算
:
・
道
路
、
街

所
如
何
者
等
に
対
す
る
措
世
な
ど
必
要
域
は
H
当
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
路
耶
業
等
の
追
加
を
始
め
、
国

・
県

な
事
項
を
定
め
、
併
せ
て
保
証
人
制
る
な
ど
の
改
正
を
し
た
。

支
出
金
の
内
定
に
伴
う
も
の
の
ほ
か
、

皮
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
市
営
住

.
老
人
の
医
療
貨
の
助
成
に
関
す
る
既
定
予
算
で
知
闘
で
き
な
か
っ
た
も

宅
に
閲
し
定
め
て
い
た
事
項
を
鞍
伽
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
・
・
訪
の
等
に
つ
い
て
附
位
し
た
。
今
回
の

す
る
た
め
、
市
営
住
宅
管
理
条
例
を
間
活
躍
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
市
内
に
相
補
正
額
は
九
億
六
千
二
育
五
十
二
万

廃
止
し
、
新
た
に
条
例
を
定
め
た
。
次
い
で
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

九

千
円
で
、
一
般
会
計
の
予
党
規
模

A
V
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

訪
問
者
説
療
養
費
の
助
成
に
つ
い
て
、

は

七
百
二
十
八
億
九
千
二
百
五
十
二

る
条
例・
:
職
只
の
出
張
に
係
る
旅
費
老
人
保
健
法
に
準
じ
た
本
人
負
担
額

万
九
千
円
と
な
っ
た
。

の
と
お
り
で
す
。

マ
来
年
四
月
ま
で
に
施
行
・
・
・悪
質
な

造
反
に
よ
る
免
許
取
り
消
し
は
最
長

五
年
(
現
行
三
年
)
に
、
重
大
な
逃

反
を
さ
せ
た
者
も
免
許
取
り
消
し
に
。

マ
来
年
十
月
ま
で
に
施
行
・
・
・
軽
い
逃

反
で
免
併
取
り
消
し
に
な
っ
た
場
介
、

前
期
日
を
受
け
れ
ば
行
政
処
分
は
判
断
せ

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
七
十

五
歳
以
上
の
人
が
免
許
を
更
新
す
る

場
合
は
、
身
体
機
能
の
講
習
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す。

。
問
い
合
わ
せ
先
交
通
安
全
課

(内
線
6
4
0)

道
路
交
通
法
が
変
わ
り
ま
す

道
路
求
通
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、

来
年
十
月
ま
で
に
三
段
階
に
分
け
て

施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
十
月
三
十
口
か
ら
施
行
さ
れ

る
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
高
齢
芝
作
者
の
保
護
:
通
行
に
支

障
の
あ
る
高
齢
歩
行
者
が
道
路
を
横

m月
初
日
(月
)

マ
受
け
付
け
期
間

1

M
日
(
金
)

マ
時
間
午
前
9
時
1
午
後
4
時

マ
場
所
市
役
所
1
階
市
民
ホ
1
ル

マ
補
助
金
額

-
4
歳
児
:
一
万
九
千
二
百
円

.
5
成
児
:・
一ニ
万
八
千
問
百
円

マ
持
ち
物

①
私
立
幼
稚
聞
等
就
岡

山
口
補
助
金
交
付
山
中
制
作

(各
凶
か
ら

配
布
)、
②
印
鑑
、

③
巾
前
作
に
記

入
し
た
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

マ
問
い
合
わ
せ
先
学
務
課
学
窓
係

(
内
線
5
2
0
)

入
学
前
の
健
康
診
断

来
年
四
月
に
市
内
の
小
学
校
へ
入

学
す
る
幼
児
を
対
象
に
、
教
育
委
只

会
で
は
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
家
庭
に
は
、
既
に
通
知

牲
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
。
通
知

暫
が
屈
か
な
い
場
合
や
、

外
国
籍
の

幼
児
で
入
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、

学
務
課
保
健
給
食
係
(
内
線
5
6
4)

に
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
平
成
3
年
4
月
2
日
1
4

年
4
月
1
日
の
聞
に
生
ま
れ
、
市
内

に
住
ん
で
い
る
幼
児

断
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
は
誘
噂

・
合

図
を
す
る
な
ど
し
て
、
高
齢
歩
行
事
引

が
安
全
に
横
断
で
き
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、市下
両

等
の
運
転
者
は

一
時
停
止
や
徐
行
を

し
て
、
そ
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
高
齢
運
転
者
の
保
護
-
・・
七
十
五
歳

以
上
の
高
齢
運
転
者
で
、
身
体
機
能

の
低
下
に
よ
り
自
動
車
の
逮
転
に
影

斡
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
自
ら
判

断
し
た
場
合
は
、
車
の
前
後
に

「高

齢
述
転
者
マ
1
ク
」
を
付
け
て
運
転

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
周
囲
の
迎
転
者
は
、
こ

の
標
識
を
付
け
た

n動
車
に

「幅
寄

せ
」
や

「制
り
込
み
」
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

クマ者転運齢高

マ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
通
行
帯
に
関
す
る

特
例ト

レ
ー
ラ
ー
は
、
高
速
向
動
車
同

道
で
は
す
べ
て
の
区
間
で
、
向
動
車

必
用
道
路
で
は
椋
識
で
指
定
さ
れ
た

区
間
で
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、

一

番
左
側
の
車
両
通
行
帯
を
通
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。

。

今
後
施
行
さ
れ
る
主
な
内
容
は
次

償
却
資
産
申
告

の
事
前
調
査
が

固
定
資
沌
の
う
ち
伯
却
資
産
(
機

械
、
工
共
等
)
に
つ
い
て
は
、
毎
年

一
月

一
日
現
在
の
所
有
状
態
を

一
月

三
十

一
日
ま
で
に
巾
告
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
申
告
に
あ
た
り
、
本
年

ま
で
の
申
告
で
所
有
資
産
の
残
存
価

格
の
合
計
が
百
五
十
万
円
未
満
の
方

(事
業
所
)
に
、
平
成
九
年
中
の
資

産
の
取
得
状
況
を
照
会
し
ま
す
。

照
会
状
の
届
い
た
方
で
、

平
成
九

年
中
に
所
有
資
産
に
増
減
の
あ
っ
た

方
、
ま
た
は
平
成
十
年

一
月

一
円
ま

で
に
そ
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
十
一

月
七
円
(金
)
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
連
絡
の
あ
っ
た
方
に
、
申
告
併

を
お
送
り
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

資
産
税
課
償
却

資
産
係

(内
線
2
9
1)

原付きバイクの届け出を
原動機付き自転車の取得や鹿市は中告制になっ

ています。届け出ないまま次のような状態になっ

ていると引き続 き 課税 されますので、必ず届け出

てくださ い。

-他人に譲っ たり、淡~ftや紛失で手元にない

-空警察には「盗難局Jを山 したが、 市役所には屈

け山ていない

. 111は処分したが、市役所には届け出ていない

-他の市区町村のナンバープレートを付けたまま

転入 してきた

※代理人や2業者に届け出を依頼した方は、必ず届

け出が完了していることを硲恕して ください。

性 /勤務は)J-金臨日の週5日、午前81時30分~

午後5時/基本賃金165.700円

④ 産休代替の嘱託保健婦...・H ・H ・H ・-…....・H ・..1人

un和23年4月2日-43年4月1日のnuに生まれ、

保健州免許を持つ方/勤務は月~金陥日の迎5

11、午 前911#-午後5時/基本賃金200.900円

~共通事項~
採m予 定 は<D@が来年4月1口、〈叡Pが来年1月

1円。期末勤勉・通勤手当支給。社会保険加入。

1次試験はl1)j8日(土)。

。 申し込み方法 家族記入欄のある市販の胤 j蕊』

に写nをはり、必要事項を記入して本人が直接

職員総へ提出する。

申し込み時 に簡単な而接を実施。

。受け付け 日時 10月24日(金)ま での午前8時30

分~午後5時(正午~午後1時と土・口町ti口を除く 〉

0問い合わせ先 職員謀(市役所3階・内総321)

市嘱託員を募集
① みなと水産課市場管理等労務嘱託員...・H ・..1人

昭和18年4月2日-23年4月1日の聞に生まれ、

小学 校以ょを本淡した男性/勤務は月-Jニ刷 n
の 迎6円.30時n目。4-10月 は午前5時 -10時、 ほ

かは午前5時30分 -10時30分/基本賃金161.000

円

②びわ青少年の家管理業務嘱託員…・・……….1人

昭和13年4月2日-18年 4月1日の問に生ま れ、

小学 校以上を存換した普通自動車免併を持つ男

性 /勤務は迎5日 ・30時間/基本賃金 139.100円

① 生きがい事業団嘱託員...・ H ・...…....・H ・..…・ 1人

H召平f113年4刀2LI-18年4月1日の問に生まれ、

中学校以よを卒業した普通自動車免許を持つ，J 市民税課税制係 (内線267)じ〉問い合わせ先

。清婦し原従量手数料(第7期)

。公共下水道使用料 (第7期)

(第3期)

(第5期)

(第7期)

。市県民税

く〉国民健康保険税

。国民年金保険料

10月納期の市税・手数料
10月31日(金)納期最終日



回

回~' 窃i同省備 i 
110余点の作品により画業を紹介

美術館で11月9日(日)まで

昭
和
の
洋
画
界
に
独
自
の
足
跡
を

ふ
-d

い

令

ん

A

a-
ん

し
る
し
た
画
家

・
朝
井
閑
右
衛
門

(
一
九
O
一
i
一
九
八
三
年
)
と
、
彼

の
交
流
の
あ
っ
た
商
家
た
ち
の
作
品

を
紹
介
す
る

「朝
井
閑
有
術
門
と
仲

間
た
ち
展
」
を
開
価
し
て
い
ま
す
。

朝
井
閑
右
術
門
は
、
昭
和
十
一
年

に

「丘
の
上
」
が
文
部
大
臣
賞
と
な

り、

一
蹴
画
埴
の
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
敗
戦
を
境
と
し

た
時
代
の
急
激
な
変
化
は
美
術
の
世

界
に
も
及
び
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
己
の
世
界
に
深
く
分
け
入
っ
た

朝
井
の
独
特
な
仕
事
ぶ
り
は
、
同
世

代
の
仲
間
や
若
手
両
家
た
ち
の
共
感

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
彼
が
仲
間
と

結
成
し
た
新
樹
会
は
個
性
派
集
問
と

し
て
阿
壇
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

「ロ
リ
ル
の
踊
り
」
朝
井
閑
右
衛
門

団
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
聞
く

高
等
学
校
野
球
と
卓
球
を

第609号 (1日・ 15日発行)

い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た

「か
な

が
わ
・
ゆ
め
固
体
」。
平
塚
市
で
は
、

既
に
自
転
車
競
技
と
テ
ニ
ス
競
技
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
、
本
大
会
と
同

広報ひ5っか

テニス醗技リハーサル大会
(9)1711の;<.;;<μにで)

じ
施
設
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

残
る
高
等
学
校
野
球
競
技
と
卓
球

競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
次
の

と
お
り
聞
か
れ
ま
す
。

特
に
、
高
等
学
校
野
球
競
技
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
と
な
る
秋
季
関
東
地

区
高
等
学
校
野
球
大
会
は、

来
年
務

の
選
抜

mrナ岡
大
会
へ
の
出
場
権
を

か
け
た
大
切
な
試
合
と
な
り
ま
す
。

大
会
開
俄
中
、
平
塚
球
場
は
同
校
球

児
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
熱
い
ド
ラ
マ

の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

A'高
等
学
校
野
球
競
技

(第
切
回
秋

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
朝
井
閑
右

衛
門
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品

約
五
十
点
に
、
彼
と
交
流
の
あ
っ
た

画
家
た
ち
の
作
品
を
加
え
、
お
よ
そ

百
十
点
の
作
品
に
よ
っ
て、

そ
の
画

決
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
会
期

日
月
9
日
(日
)ま
で
、
毎

週
月
附

n
休
館
、
た
だ
し
日
月
3
H

は
開
館
し
、
4
日
を
休
館
し
ま
す

マ
時
間

午
前
9
時
却
分
1
午
後
4

時
日
分

(入
場
は
4
時
初
分
ま
で
)

マ
観
覧
料

一
般
六
百
円
、
大

・
高

校
生
四
百
円
、

中
・
小
学
生
二
百
円

マ
問
い
合
わ
壮
尭

草
需
館
宮

(お
)

ワ
』
官
i
唱

A
1ム

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
く

「み
る
こ
と、

つ
く
る
こ
と
」
を

テ
1
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

美
術
館
で
聞
か
れ
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

希
望
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
名
、
住

所
、
氏
名
、
屯
訴
倭
号
を
芯
入
し
て

美
術
館

(干
加
東
八
幡

一
|
三
|

一ニ

・
2
お
|
2
1
1
1)
へ
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

.
子
ど
も
の
表
現
を
読
み
解
く
た
め

に
i
造
形
言
語
A
と
B
の
世
界

子
ど
も
の
造
形
や
表
現
を
考
え
る

手
が
か
り
と
し
て
、

大
人
が
分
か
つ

季
関
東
地
区
向
等
学
校
野
球
大
会
)

マ
円
程

日
月

l
H
(
上
)
1
5
n

(水
)、
雨
天
順
延

マ
会
場

平
塚
球
場

マ
入
場
料

一
一
般
五
百
円
、

中
高
生

二
百
円
、

小
学
生
以
下
無
料

※
大
和
市
と
共
同
開
催

(準
決
勝

・

決
勝
戦
は
平
塚
球
場
)

-
卓
球
競
技

(平
成
9
年
度
全
日
本

卓
球
選
手
権
大
会

・
団
体
の
部
)

マ
日
程

日
月
比
日
(金
)
1
M
日

(
日
)

マ
会
場
平
塚
総
合
体
育
館

。
問
い
合
わ
せ
先

国
体
推
進
課

(内
線
1
5
2)

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

か
な
が
わ

・
ゆ
め
同
体
秋
義
大
会

の
開
催

一
年
前
と
な
る
今
月
二
十
四

て
お
き
た
い
こ
と
を
体
験
し
ま
す
。

-
美
術
を
見
る
た
め
に
何
を
す
る
?

マ
日
程
日
月
2
日
、
3
目
、
日
目
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
興
味
や
問

団
円
の
全
4
回

心
を
出
発
点
に
、
様
々
な
体
験
を
通

マ
時
間
2
日
と
回
目
は
午
後
1時

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
「
美
術
を
見

初
分
1
4
時
回
分
、
3
日
と
M
M

は

る

こ

と

」
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

午
前
叩
時
却
分
1
午
後
3
時
加
分
マ
円
組

日
月
1
円
、
却
口
、

ロ
月
日

マ
講
師
新
事
他
悦
さ
ん

(ア
ト
リ

口
、
初
日
、
1
月
げ
日
、
2
月
7
円、

エ
・
コ
パ
ン
代
表
)

お
円
、
3
月
比
日
、
お
口
の
会
9
凶

マ
対
象

・
定
貝

保
母
、
幼
・

小
・

マ
時
間
午
後
1
時
1
4
時
印
分

中
学
校
の
教
諭
な
ど
、
お
人
マ
対
象
・

定

μ
高
校
生
以
上
犯
人

マ
教
材
費

二
千

五

百

円

程

度

マ

教

材

費

三
千
円
程
度

マ
締
め
切
り

叩
月
幻
自
(
木
)

マ
締
め
切
り

叩
月
お
日
(土
)

• 市
教
清
清
仮
復
い

〈加
納
山
明
日
比
加

湾

民

潔

着

色
観
世
音
菩
躍
三

十
三
身
長
茶
羅
」
(
一
幅
H
写
喜一
を

十
月

一
民
付
け
で
市
重
要
文
化
財
と

し
て
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の

指
定
に
よ
り
、
市
内
の
定
要
文
化
財

円
(金
)に、

紅
谷
パ
1
ル
ロ

l
ド
で

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

当
円
は
、
午
後
問
時
ご
ろ
か
ら
同

体
り
ん
ご

(一

千
個
)
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
お
配
り
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

国
体
推
進
課

(内
線
1
5
2)

総
合
体
育
館
が
休
館

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催
に
伴

い
、
平
塚
総
合
体
育
館
(温
水
プ
l
ル

含
む
)
は
十

一
月
九
日
(日
)
か
ら
十

七
日
(旦
ま
で
使
え
な
く
な

2
手

。

ま
た
、
同
じ
期
間
、
総
合
公
剛
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
克
衣
袋
も
使
え
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
立
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

総
合
公
園
管
理

事
務
所
宮

(お
)
2
2
3
3

七
夕
ま
つ
り
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

第
四
十
七
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕

ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

4
か
所
で
特
別
公
開

次
の
凶
か
所
で
十

一
月
九
日
(日
)

か
ら
十
六
円
(白
)ま
で
文
化
財
が
特

別
公
開
さ
れ
ま
す
。
ご
参
観
を

0

・
北
金
目
神
社
、
光
明
寺

(南
金
目
)、

普
市
守
(広
川
ω、
平
筆
寸

(立
田
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(内
線

5
2
8
)

生
涯
学
習
の
講
演
会

生
涯
学
習
の
意
義
や
楽
し
さ
に
つ

い
て
学
ぶ
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

講
師
は
民
協
職
円
以
か
ら
転
身
の
末
、

東
京
大
学
法
学
部
教
授
に
な
っ
た
部

品
郁
夫
さ
ん
で
す
。
お
申
し
込
み
は

お
早
め
に
。

マ
日
時

U
H
n
n
H
(土
)午
後
1
時

加
分
1
3
時
泊
分

マ
会
場
中
央
公
民
館
小
ホ
l
ル

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方

マ
定
貝
百
五
十
人

(先
着
順
)

マ
申
し
込
み
方
法
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
社

会
教
育
課

「生
涯
学
期
間
講
読
会
」
係

(
一

T

矧
山口
原
町
2

|
幻
)
へ

マ
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(内
線
5
2
4)

得
査
の
結
川市、

一
般
の
部
七
十
六
点、

七
夕
フ
ォ
ト
の
部
一一一
ト

一
点
の
入
選

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
総
数

一
千
八
百
七
十
二
点
。

最
優
秀
賞
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
悲

や
か
な
ス
ケ
ー
ル
感
を
画
面

一
杯
に

描
き
出
し
た
吉
崎
安
太
郎
さ
ん
(
田

村
)
の
作
品

「盛
大
な
七
夕
祭
り
の

夜」

(写
↑忌

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略
)

・
竹
飾
り
の
部

〈昼
間
〉

一一
見
博

(中
井
町
)、
同

(夜
景
)

宮
山市
述

希
(束
中
原
)、
イ
ベ
ン
ト
の

部

佐

藤
愉
己
子
(町
阻
市
)、
ミ
ス
七
夕
の

部

寺

山
記
臣
(藤
沢
市
)、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部

田
中
和
夫

(逗
子
市
)

夜は常夜灯 を

つけておきましょう

我が家の防災対策を確認<連載⑮>~幼め居館の推奨~---

fßjrJ~CJ⑬也、@~Q?)~O守
、i'elι‘〉町le

w跡

夜、 地震が起きたときに

ガラスの破 片などでけがを

してしま っては、巡主}却をが遅

れてしまいます。

夜桜る1i白には常夜灯をつ

け、伝;;mに 備 え て ま く ら 元

には憾中 i1l:灯をf日立してお

きましょう。

。 担 当 防災課 (内線143)

く〉配布数 I人2プランター以内、

合 官1'220プラ ンヂー (大きさは64
cm x 23cm x 18cm) 

。 日時 11刀17臼 (月)

午 前 101侍から 11時間

予塚総合体育館北側

上記日時 ・場 所 で 受 け取

れる方 (述搬は各自で)
o申し込み方法 電 話 で 国体事 務

局 (内線152)へ。先着順

く〉場所

o対象

※防災マ ップ と 防 災 ハ ン ドブックを自治会を通してお配りしました。

お手元に届いていない方 は、お近くの公民館へ。くかながわ・ゆめ国体秋季大会>平成10年10月24日-29日

+10月16日(木〉午後 2時-4時崇善公民館・10月17日(金)午後7時-9時松原公民館

。担当 広報広聴課広聴担当 (内線355)ール聞く
あなたの 「声」を聴かせてください

広聴パト口
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ヲい

私
た
ち
の
環
境
は

私
た
ち
の
手
で
守
ろ
う

十
一
月
十
四
日
(
金
)
と
十
五
日
(
土
)
の
二
日
間
、

申
央
公
民

館
ほ
か
で
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
聞
き
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
環
境
に

や
さ
し
い
明
日
の
平
塚
を
め
ざ
し
て
。
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き

か
、
何
が
で
き
る
か
」
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
民
・
事
業

者

・
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
憲
男
を
出
し
、
話
し
合
い

ま
す
。
そ
し
て
、
得
ら
れ
た
成
果
や
様
々
な
意
見
は、
4

フ後
制
定

予
定
の
「
環
境
塁
本
条
例

(
仮
称
)
」
や
「
環
境
基
本
計
画
」
に
生

か
さ
れ
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

基
調
講
演
む

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

t
1
11
1
1

、

オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン
さ
ん

一
日
目
の
午
前
九
時
四
十
分
か
ら
、
基

調
講
演
と
し
て
オ
ス
マ
ン

・
サ
ン

コ
ン

さ
ん

(ギ
ニ
ア
大
使
館
顧
問
)
と
、
西

岡
秀
三
さ
ん

(国
立
環
境
研
究
所
統
括

研
究
官
)
の
お
二
人
に
お
話
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
の
後
、
東
海
大
学

・
神
奈
川
大
学

の
教
授
と
、
市
民
の
代
表
、
市
長
を
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

会
場
は
、
い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
す
。

3
部
会
で
具
体
的
内
容
を

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
一二

つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
テ
ー
マ
や
会
場

は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
部
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
、
翠

日
の
全
体
会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

-
第
1
部
会

循
環
型
社
会
を
考
え
る

-
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

.
廃
棄
物
の
再
資
調
化

・
参
加
と
協
働
な
ど

マ
会
場
教
育
会
館
大
会
議
室

マ
事
例
発
表

・
2
列

E
L
ま
レ
り
ふ
九
ト

nw
究
比
1前
田
信
山
世
相
W

同
組
合

・
先
進
国

(ド
イ
ツ
)
の
事
例

境
部

マ
座
長
東
海
大
学
経
済
学
部

深
志
学
部
長

宇
都
宮

-第
2
部
会

自
然
と
人
間
と
の

共
生
を
考
え
る

プログラム

-'I~・m:lffi通E・・・・
9 :00開場

9 :30開 会

9 :40基調講演

11:20パネルデ ィス力ッシ

ヨン

ー 13:00部会

. 15:30閉会

-・・・・U~.悶:Iliil__  
9 :00開場

9 :30開会

9 :40環境論文表彰式・最

優秀作品朗読

. 10: 10部会報告

. 11: 00会 場 と 質 疑 応 答

11 :30環境宣言採択(予定)

市
主伊ミ

毛'R

南
高
校
生
物
部

・
大
学
か
ら
の
発
信
、

学
生
た
ち
か
ら

の
報
告
東
海
大
学
生
活
学
科

・
渋
田
川
の
桜
並
木
づ
く
り
渋
田
川

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会

マ
座
長
東
海
大
学
教
m笠
子
部
佐
々
木

因
子
教
授

マ
会
場
勤
労
会
館
大
会
議
室

マ
事
例
発
表

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
東
京
電
力
側
神
奈
川
支
庖

・
I
S
O認
証
資
格
の
取
得
と
取
得
に

よ
る
波
及
効
果
日
産
車
体
側

・
企
業
が
取
り
組
む
環
境
対
策
相
模

川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
(
三
共
化

成
工
業
側
)

・
ナ
チ
ユ
ラ
ル
な
く
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス

D
O

・
歴
史
納
ま
ち
な
み
づ
く
り
の
取
り
組

み
平
塚
宿
ま
ち
な
み
景
観
協
議
会

マ
座
長
神
奈
川
大
学
理
学
部
寺
本
俊

彦
教
授

-
野
生
動
植
物
の
保
護

.
み
ど
り
の
増
量

・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

.
参
加
と
お
働
な
ど

-T
j
i
--を
ど
と
る
業
譲
刀
勤

A
V第
3
部
会

環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る

-
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

.
快
適
さ
の
見
直
し

・
グ
リ
ー
ン
購
入
の
促
進

.
参
加
と
協
働
な
ど

-毎週月~金曜日9時-16時

。悩み ごとは 「ヤングテレホンJ
ft33-7830 (ミミでナヤ ミナシ)

毎週月 ~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

青少年相談室
(市民センター2階)

包 34-7311
至平底駅

子育て相談室

分-17時
。ボランティア

時30分-17時

。結婚毎週日曜日10時-15時(第

3日曜日は除く)

。母子毎週月~金曜日 9時-16時

。家庭児童毎週月~金曜日 9時~

16時

。婦人 11月13日(木)10時-15時

。高齢者職業毎週月~金曜日 9時

30分-16時

。来所毎週月~金曜日10時-17時

。電話毎週月~土曜日 9時-17時
(第 2・第4土曜日を除く)

-毎週月 ~木曜日 9時30分-16時

(木曜日は12時まで)

館
央
民

中
公錦

口刷、
子

ど

も

教

育

一

相
談
セ
ン
タ
ー

少
民
ン

市
セ

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

子育て相談室
(須賀保育園2階)

ft21-7639 

毎週月~金曜日 8

もしもし健康相談
(保健センター)

ft34-1221 

福祉会館

ft33-2333 

。専門(法律 ・金融・住宅 ・保健医

療、 いずれも予約制) 11月13日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金l曜日 8時30 -毎週月 ・木曜日10時-16時

国道134号

。手話案内

30分
。建築設計 ・耐震 11月10日(月)、

12月15日(月)13時-16時

。高年齢者職業 11月6日(木)、 12

月4日(木)9時-12時

。一般市民毎週月~金l曜日9時~

16時

毎週金曜日 9時-12時

。人権 10月21日(火)、 11月 4日

(火)、11月18日(火)13時-16時

。行政 10月21日(火)、 11月18日

(火)、12月16日(火)13時-16時

く〉一般法律(予約制) 毎週水曜日

13時-16時

。登記・供託・測量 11月14日(金)、

12月12日(金)13時-16時
。住宅(新・改築) 10月21日(火)、

11月18日(火)13時-16時
。発明・考案・特許 12月8日(月)、

1月5日(月)10時-15時

。労働 11月13日(木)、12月11日

(木)1311寺-16時

。下請け取り引きあっせん 10月16日

(木)、11月羽田(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険 ・労災 11月11日

(火)、12月9日(火)10時-15時

。健康(予約制) 10月20日(月)、

11月17日(月)9時30分-11時30分

。消費生活毎週金曜日 9時-16時



ま
ち
つ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
で
環
境
に
つ
い
て
話
し
合
う

環
境
論
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
側

人
百
九
人
と
二
団
体
、
計
百
十

一一
制
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
優
秀
賞

(二
編
)、
優
良
企

(六
編
)
に
選
ば
れ
た
作
品
の
論
旨
を
紹

介
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
平

塚
江
南
高
校
生
物
部
に
つ
い
て
は
、

一

面
「
市
民
豆
ル
ポ
」
を
ご
参
照
く
だ
さ

し

憂，4E
 

秀

'生堂-
Eミ

第609号 (1日・ 15日発行)

-
行
政
に
で
き
る
こ
と
を
・
市
民
が
望
む

こ
と
を
・:
逸
見
綾
子
さ
ん

(学
生

・
高

根
)

マ
環
境
共
生
生
活
都
市
聞
と
し
て
、

他

の
先
進
市
を
参
考
に
し
な
が
ら
行
動
を

起
こ
す
必
要
が
あ
る

(例
・
:
梢
浜
の
市

民
公
園
、
横
須
賀
の
市
民
の
森
な
ど
)

マ
河
川
を
川
と
親
し
め
る
場
と
す
る
た

め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
而
張
り
か
ら
多

自
然
型
河
川
工
法
へ

マ
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が

「地

下
砂
漠
問
題
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

説
透
性
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
、
す
き
間
の

あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
の
探
用
を

マ
街
路
樹
は
向
然
生
態
を
考
成
し
た
り
、

届
上
緑
化
に
よ
り
ヒ
l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

を
解
消
し
た
り
す
る
な
ど
、
ド
イ
ツ
の
先

進
事
例
を
学
ぶ
べ
き

マ
市
民
の
自
然
へ
の
理
解
が
先
決
、
市

広報ひらつか回

は
市
民
の
総
訟
を
形
に
し
て
ほ
し
い

0

0

 

.
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
と
び
ん
リ
サ

イ
ク
ル
の
提
4EP
-
-
早
野
木
の
美
さ
ん

(主

婦
・
田
村
)

マ
日
本
人
は
年
間
約

m
J
4
の
衣
類
を

消
費
し
て
い
る
が
、
資
源
化
で
き
て
い

る
の
は
凶
%
で
残
り
は
焼
却
処
分
。
こ

の
状
況
を
改
将
す
べ
き
。
回
収
衣
料
品

の
う
ち
却
%
は
海
外
で
役
立
っ

て
い
る

マ
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

(古
前
等

の
リ
サ
イ
ク
ル
)
を
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
広
報

し
、
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
突
出
を

マ
小
学
校
で
は
空
き
び
ん
や
古
紙
の

M

収
現
場
も
凡
学
す
べ
き

マ
ご
み
の
資
源
化
よ
り
、
ま
ず
出
さ
な

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
。
「
平
塚
方
式
」

を
実
行
で
き
た
平
塚
だ
か
ら
、
情
報
提

供
で
分
別
が
も
っ
と
進
む

マ
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
ド
イ
ツ

の
よ
う
に
リ
ユ

l
ス

(再
使
用
)
を
徹

底
し
た
も
の
に
改
正
す
べ
き

マ
消
由
者
は
戸
を
大
に
す
べ
き

マ
新
し
い

「平
塚
方
式
」
の
導
入
検
討
を

優

良

av平
塚
の
盟
か
な
自
然
を
子
ど
も
や
未
来

に
・
:
斉
藤
美
代
子
さ
ん

(
主
婦

・
真
土
)

マ
こ
こ
数
年
予
塚
で
も
変
化
を
感
じ
る

マ
一
人
で
で
さ
る
こ
と
・
:
も
の
を
大
切

賞

に
、
節
氾
、
ご
み
分
別
の
徹
底
、
節
水

と
水
の
汚
染
防
止
、
過
剰
包
装
や
口
い

過
ぎ
の
防
止

マ
行
政
に
望
む
こ
と
・
・
・
未
来
予
測
と
早

め
の
対
応
、
車
優
先
を
見
置
し
自
転
車

歩
行
者
向
け
道
路
の
整
備
を
、
駐
輪
場

の
盤
備
、
ご
み
袋
有
料
化
で
分
別
促
進

と
減
此
化
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
情
報
の
提
供
、
環

境
マ
ッ
プ
の
作
成
、
体
験
教
育
の
工
夫

マ
事
業
者
へ
袋
望
:
・
協
力
闘
係
確
立
と

現
状
把
拐
、

ム引
機
栽
培
の
指
噂
と
協
h
H
、

尚
H

川
包
装
の
見
附
し

マ
市
民
と
事
業
省
は

「少
し
の
政
世
と

努
力
」
が
必
袋
:
・
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
る
べ
き

0

0

 

.
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
方
・
・
・
坂
本
達

俊
さ
ん

(平
塚
江
南
高
校
一
年
生
)

マ
日
本
は
他
国
に
比
べ

「規
制
」
が
緩

や
か
:
・
企
業
に
対
す
る
貨
任
、
日
早
の
ア

イ
ド
リ
ン
グ
、
ポ
イ
捨
て
の
処
罰
な
ど
。

企
業
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
慮
す
べ
き

マ
地
球
品
暖
化
等
は
円
分
に
凶
係
な
い

と
せ
ず
、

一
人

一
人
が
危
機
感
を
持
つ

べ
き
。
改
押
は
そ
れ
で
前
進
す
る
。
身

近
な
問
組
に
対
す
る
心
が
け
が
大
切

マ
も
う
一
度
、
自
然
と
人
間
の
関
係
、
自

然
の
大
切
さ

・
隠
さ
を
与
え
る
必
要
が

あ
る

日
月
8
日
(
土
)
午
前
9
時
1

夫
指
導
主
事

テ
l
マ
は

「み
ん
な
で
考
え
よ
う
地

球
・
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と

っ
て
何
だ

ろ
う
」
で
す
。
当
日
は
、
環
境
ポ
ス
タ

ー
-
標
語

・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
表
彰
式
や
、
参
加
者
に
よ
る
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
米

場
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

も川
Jj電σコ
境観
教察 z

室・
で夏

休
み
子
ど

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
こ
ど
も
環
境
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は、

環
境
保
全
課

(内
線
3
3
0)
へ
。
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「
あ
り
の
ま
ま
」

を

受

け

止

め

る

「子
ど
も
が
学
校
に
行
か
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
、
お
母
さ
ん
が
相
談
に
見
え
ま
し
た
。「
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
」
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
答
え
を
急
が
ず
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を

一
新
に
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

訴
を
進
め
て
い
く
巾
で
、
お
母
さ
ん
の
子
ど

も
の
こ
ろ
の
請
に
な
り
、
お
母
さ
ん
自
身
が
母

親
を
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
い
い
予
の
向
分
を

生
き
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
チ
ど
も

の
こ
ろ
か
ら

「あ
り
の
ま
ま
の
白
分
」
を
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
た
経
験
が
な
く
、
お
母
さ
ん
の

中
に
「
時
に
は
駄
目
な
自
分
で
も
い
い
ん
だ
」

と
い
う
恒
心
感
が
育
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
結
来
、
自
分
の
子
ど
も
の

「あ
り
の
ま
ま
」

も
受
け
止
め
ら
れ
ず
に
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
ど
の
本
を
凡
て
も

「あ
り
の
ま
ま

を
受
け
止
め
て
」
と
む
い
て
あ
る
の
で
、
お
母

さ
ん
は
い
川
迎
に
受
け
止
め
よ
う
と
頑
雌
り
ま
し

た
。
で
も
、
そ
ん
な
思
い
と
は
逆
に
、

子
ど
も

が
疎
ま
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
子
ど
も
を
か
わ
い
い
と
思
え
な
い
自
分

を
責
め
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
、
は
ま
り

こ
ん
で
い
た
の
で
す
。

今
回
、
子
ど
も
が
不
安
校
に
な
り
、
相
談
し

て
い
く
中
で
、
お
母
さ
ん
自
身
が

「あ
り
の
ま

ま
の
自
分
」
を
出
し
、
語
り
、

受
け
入
れ
て
も

ら
う
体
験
を
し
た
の
で
す
。
す
る
と
、
子
ど
も

の

「あ
り
の
ま
ま
」
も
向
然
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「あ
り
の
ま
ま
の

n分
」
を
受
け
止
め
る
こ

と
は
な
外
と
縦
し
い
も
の
で
す
。
で
も
、
そ
れ

が

一
砕
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山耐必
小
学
校
北
側
宮
(部
)6
0
1
2

高

脂

血

症

四
卜
成
代
の
男
性
で
す
。

他
牒
診
断
で
、

一日
川
脂
取
症
と

い
わ
れ
ま
し
た
。

食
事
は
、
ど
ん
な
点
に
桟

恕
す
れ
ば
よ
い
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

お
答
え

高
脂
血
症
は
、

血
液
中
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
異
常
に
多
く
な
っ
て
い

る
状
態
で
す
。
放
問
し
て
お

く
と
動
脈
傾
化
が
進
み
、
あ

・-A
，.‘，、

る
H
突
然

「心
筋
舵
穏
で
倒

れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
毎
日
の
食
事
の

••••••
••••••
••••••••••••••
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-

寸
コ
ミ
」
に
つ
い
て
考
え
る
:
・則
竹
美

A'紙
・
:
田
代
恵
子
さ
ん

(二
宮
高
校
一

代
さ
ん

(平
塚
江
南
高
校
一
年
生
)

年
生
)

マ
便
利
で
泣
か
で
快
適
な
生
情
を
文
え
マ
紙
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
欠
か
す

た
も
の
が
ご
み
と
な
り
地
え
続
け
た
結
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
。
分
か
つ

来
、
処
分
場
も
制
杯
、
再
確
保
も
離
し
て
い
て
も
、
な
ぜ
な
か
な
か
大
切
に
扱
わ

く
な
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
な
い
の
だ
ろ
う

埋
立
地
利
用
に
も
惑
影
斡
を
及
ぼ
し
て
マ
紙
が
「
木
」
か
ら
で
き
て
い
る
の
を
忘

い

る

れ

て

、

む

だ

に

使

っ

て

い

る

マ
対
策
は
資
源
化
物
の
回
収
と
再
利
用
マ
再
生
紙
の
利
用
だ
け
で
、
資
源
に
対

で
、
身
近
な
環
境
を
見
な
お
す
ラ
イ
フ
す
る
意
識
が
高
ま
る
わ
け
で
は
な
い

ス

タ

イ

ル

の

改

善

を

マ

地

球

を

ん

す

る

た

め

に

は

、

資

源

に

対

マ
環
境
対
策
が
進
む
固
は
、
労
働
時
間
す
る
学
習
な
ど
を
行
い
、
考
え
を
変
え

短
縮
に
よ
る
生
活
の
ゆ
と
り
が
部
境
に
て
い
く
必
要
が
あ
る

配
慮
す
る
心
を
支
え
て
い
る
。
円
本
で

0

0

も
実
現
を

a'ご
み
の
減
量
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削

マ
資
源
化
再
生
を
支
え
る
の
は
再
侠
仏
滅
、

そ
し
て
循
環
型
都
市
平
塚
へ
・
:
松

の
利
用
だ
。
円
常
生
活
で
の
可
能
な
限

本
和
之
さ
ん

(学
生
・
河
内
)

り

の

利

用

が

大

切

マ

ダ

イ

オ

キ

シ

ン

対

策

の

提

言

0

0

マ
行
政
:
・①
市
民
へ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

av河
川
か
ら
始
ま
る
平
塚
の
環
境
・
:
山
削
減
↑
刀
法
を
周
知
し
、
発
生
訟
を
公
表

田
恵
子
さ
ん

(主

婦

・

横

内

)

:

・

市

民
が
ご
み
減
誌
に
協
力
す
る
、

②

マ
河
川
に
悲
ま
れ
た
平
塚
だ
が
、
子
ど
分
別
収
集
の
徹
底

も
の
自
に
も
河
川
の
汚
れ
が
は
っ
き
り
マ
事
業
者
:
・①
塩
素
系
化
合
物
を
使
わ

し

て

き

で

い

る

な

い

、

②
商
品
や
包
装
材
の
原
料
表
示

マ
河
川
や
海
の
汚
染
状
況
は
想
像
以
上
マ
市
民
:
・
①
知
識
を
深
め
る
努
力
、

②

に
惑
い
・
:
み
ん
な
河
川
に
む
と
ん
ち
ゃ
消
費
生
活
の
見
直
し

(プ
レ
サ
イ
ク
ル
、

く
、
も
っ
と

理

解

が

必

要

だ

リ

サ

イ

ク

ル

、

リ

ユ

l
ス
、
コ
ン
ポ
ス

マ
提
案
:
・悔
の
浄
化
作
戦
を
川
の
上
流

ト
)
、
①
分
別
収
集
へ
の
協
力

ま
で
、
水
淑
地
の
環
邸
調
査

・
状
況
把

マ
弓
者
協
力
で
成
果
が
出
る
。
平
問
機
も

娘
、
大
気
や
河
川
の
汚
染
状
似
を
定
期
ド
イ
ツ
の
先
進
都
市
の
水
準
を
め
ざ
し

的
に
広
報
す
る
、
環
境
教
行
の
推
進
て
ほ
し
い

マ
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
情
報
の
提
供
:
・

0
邸
境
論
文
に
附
す
る
問
い
合
わ
せ
先

現
状
を
市
民
が
も
っ
と
知
る
べ
き

環
境
衛
生
管
理
課

(内
線
6
5
9)

の

食

事

は

注
意
点
を
次
の
三
つ
の
ケ
ー

ス
に
分
け
て
お
話
し
ま
す

0

・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い

場
合

①
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く

含
む
食
品

(卵
抗
、
内
臓

レ
パ

1
組
、
仇
卵
な
ど
)

は
食
べ
る
世
を
減
ら
す

め
踊
物
性
脂
肪

(肉
の
あ
ぶ

ら
身
、
ラ
ー
ド
、
バ
タ
ー

な
ど
)
を
控
え
る

③
A
V品川の品川

(ア
ジ
、
サ
パ
、

サ
ン
マ
、
イ
ワ
シ
な
ど
)

ゃ
、
大
豆
製
品
を
多
く
と

り
、
植
物
性
油
脂
は
適
立

娯
取
す
る

④
野
菜
、
海
部
、
き
の
こ
な

ど
植
物
繊
維
を
多
く
食
べ

る-
中
性
指
肪
が
高
い
場
合

①
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
誌
を

守
る

②
骨
い
も
の
や
ア
ル
コ
ー
ル

を
控
え
、
来
物
も
食
べ
す

ぎ
な
い

③
背
背
の
魚
を
多
く
食
べ
る

め
盃
物
繊
維
を
と
る

av
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性

指
肪
と
も
に
高
い
場
合

両
方
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

を
合
わ
せ
た
も
の
を
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

以
ヒ
の
点
を
実
行
す
る
と

と
も
に
、

nご
ろ
か
ら
適
度

な
述
動
を
心
が
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

包
(
泊

)
0
3
1
1

資源再生ごみは「分別」と「出し方」が命です。自転車は資源再生ごみの日に、はり紙 <rこれはごみ

です」等)をして出してください。はり紙をしていないとみは、判断がつかないため収集できません。

また、 布類は雨の日には出さないでください。程度のよいものは海外でそのまま使われるので、ボタ

ンなどは取り外さすに出してください。

自転車や布類を
ごみに出すときは

環 境 衛 生 業 務 課 ( 内 線239)。問い合わせ先
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